
 
支払基金統一事例 

【 手術 】 

 

８４８ 膀胱悪性腫瘍手術（全摘）（腸管等を利用して尿路変更を行わないも

の）と同日の膀胱留置用ディスポーザブルカテーテルの算定について 

 

《令和８年７月３１日》 

 

○ 取扱い 

  

Ｋ803 膀胱悪性腫瘍手術「２」全摘（腸管等を利用して尿路変更を行わない

もの）と同日の膀胱留置用ディスポーザブルカテーテルの算定については、原

則として認められない。 

 

 

○ 取扱いを作成した根拠等 

 

Ｋ803 膀胱悪性腫瘍手術「２」全摘（腸管等を利用して尿路変更を行わない

もの）が実施される患者にあっては、膀胱留置用ディスポーザブルカテーテル

は、術前に患者の体内に留置し、膀胱全摘術が終了するまで使用されるもので

あり、ストーマが造設されることが一般的であるため、24 時間以上体内留置

されていないと考えられる。 

以上のことから、Ｋ803 膀胱悪性腫瘍手術「２」全摘（腸管等を利用して尿

路変更を行わないもの）と同日の膀胱留置用ディスポーザブルカテーテルの

算定については、原則として認められないと判断した。 
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